
 
「信州のいい川づくり」モデル事業について 

  

 

 

 

 

 

 

 

■最新の多自然川づくりとは・・・・・ 

 現在の河岸やみお筋が良好な環境を形成している場合には、現況の平面形や横断

形にならい、それをできるだけ保全し改修後の流速をあまり増加させないこと。河

岸・水際部の計画・設計にあたっては、治水機能の確保と共に、河岸・水際部が本

来有する河川景観及び自然環境面での機能が十分発揮されるように行うこと。 

 

■地域の特色を生かした河川改修とは・・・・・ 

 河川は、過去、現在、将来にわたり現に存在し続けるものであり、いわゆる河川

管理者のみが整備、維持管理を行うのみではなく、「川づくり」について地域住民

が協働・共有し、将来的な利用や維持管理を考えた上で、それぞれの地域に適した

河川整備を行うこと。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇    最新最新最新最新のののの多自然川多自然川多自然川多自然川づくりのづくりのづくりのづくりの考考考考ええええ方方方方をををを取取取取りりりり入入入入れれれれ    

◇◇◇◇    地域地域地域地域のののの特色特色特色特色をををを活活活活かしたかしたかしたかした河川改修河川改修河川改修河川改修をををを推進推進推進推進    

【【【【具体的具体的具体的具体的なななな整備方針整備方針整備方針整備方針】】】】    ①①①①    局部的局部的局部的局部的なネックなネックなネックなネック箇所箇所箇所箇所のののの解消解消解消解消、、、、護岸整備護岸整備護岸整備護岸整備    

②②②②    H24H24H24H24 年度年度年度年度からからからから概概概概ねねねね 5555 カカカカ年程度年程度年程度年程度でででで工事工事工事工事        

 

H24 年度  準備作業 

H25 年度  設計～工事着手 

概ね 29 年度にかけて工事実施 

①どのような川づくりにするか目標策定 

②目標に基づく概略設計 

①詳細な構造物等の設計 

②工事実施（主には渇水期） 

①工事実施（主には渇水期） 

【事業全体のスケジュール】 

【趣 旨】 

 

【Ｈ２４年度のスケジュール】 

H24.10 月 スタート 

H24.12 月 目標策定完了 

H25.3 月 概略設計完了 

・会議 4 回（予定） 

・子供達の協力 

・専門業者へ委託 

・現状の測量実施 

・会議 2 回（予定） 

・専門業者へ委託 

■建設事務所内の検討会議で方針を定める 

 （チームデザイン体制） 

■「遠山郷いい川づくり」会議の設置 

 ・当地域の主立った方で構成 

 ・川に関わる様々な意見交換 

 ＜※詳細は、別途「遠山郷いい川づくり」会

議について、を参照＞ 

■発想とアドバイスの活用 

・子供達（保育園、小・中学校） 

・学識経験者等からのアドバイス 

・専門業者の活用（測量、設計） 

資料２ 


